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混
在
に

お

け
る

葛
藤
と
め

ぐ
み

（
二

〇

〇

七

−
八
）
」

に

よ

っ

て、

計
六

年
が

か

り
で

調
査
を

行
っ

て

き
た

。

　

日

本
側
の

研
究

者
に

あ
っ

た

問
題
意

識
は

次
の

よ

う
な
も
の

で

あ
っ

た
。

な
ぜ
、

反
日

教
育
・

感
情
が

根
強
い

韓
国
社
会
に
お
い

て

日
系
新
宗

教、

特
に
日
蓮
主

義
の

創
価
学
会
が

韓
国
第
四

の

宗
教
勢
力
と
な

る

ほ

ど

信
者
を
獲
得
で

き
た

の

か
。

な
ぜ

、

韓
流
ブ

ー

ム

以
前、

韓
国
へ

の

差
別

意
識
が
強
い

日
本
に

お

い

て

韓
国
の

キ

リ

ス

ト

教
系
新
宗
教
や
福
音
派
教

会
が

日
本
の

主

流
派
教
会
を

凌
ぐ
ほ

ど
の

教
勢
拡
大
に
成
功
し
た

の

か
。

　

従
来、

こ

の

よ

う
な

宗
教
動
態
は
必

ず
し
も
正
確
に
理
解
さ
れ

て

い

な

か
っ

た
。

し
た

が
っ

て

上

記
の

問
い

に

対
し
て
、

宗
教
文
化
の

土

着
化
論

や
海
外
布
教
の

戦
略
論、

及
び

、

ホ

ス

ト

国
の

政
教
関
係
や

宗
教
市
場、

布
教
の

機
会
構
造
か
ら

宗
教
文
化
交
流
の

メ

カ

ニ

ズ
ム

を

探
る

よ

う
な
研

究
は
、

韓

国、

日
本、

そ
の

他
の

国
の

研
究
者
に
よ

っ

て

も

な
さ

れ

て

こ

な
か

っ

た
。

本
発
表
は

そ
の

よ

う
な

研
究
の

隙

間
を
埋
め
、

さ
ら

に

宗
教

文
化
の

ト
ラ

ン

ス

ナ
シ

ョ

ナ
リ
テ

ィ

に

関
す
る

宗
教
理
論
の

産
出
に

寄
与

し
た

い
。

　
こ

の

度
は
時
間
の

関
係
で

調
査
の

概
要
を

素
描
す
る
に

留
ま
る

が

（

研

究
成

果
は

二

〇
一
】

年
に

書
籍
と

し
て

刊
行
済
み
）

、

韓
国
側
か
ら

韓
国

に
お

け
る

日

本
の

新
宗

教
に

よ

る

布
教
の

動
態
と
メ

デ

ィ

ア

報
道
の

特

徴、

日
本
側
か
ら

は

韓
国
系
キ

リ

ス

ト

教
会
の

宣
教
と

在
ロ

コ

リ

ア

ン

に

お
け
る
先
祖
祭
祀
の

現
状
を

報
告
す
る

。

な
お
、

司
会
の

櫻
井
は

調
査
全

体
の

宗
教

研
究
に

お
け
る
意
義
を
総

括
的
に

ま
と

め
、

コ

メ

ン

テ

ー

タ

の

田
島
は
現

代
宗
教
社
会
学
の

観
点
か
ら

本
研
究
の

意
義
や
課
題
に

つ

い

て

も
言

及
し
た

。

　
三

　
書
籍
の

刊
行

　

櫻
井
義
秀
・

李
元
範
編
著

『

越
境
す
る

日
韓
宗
教
文
化
　
　
韓
国
の

日

系
新
宗
教

　
日
本
の

韓
流
キ
リ
ス

ト
教
』

北
海
道
大
学
出
版

会
、

二

〇
一

一

年、

A
五

判
・

上
製
・

五

〇

〇
頁
・

定
価
七
三

五

〇

円
（
税

込
）

。

　

韓
国
語
版
　
01

赳
望、

朴
子
叫
司
且

川
司
口

刈
。

百
、

二

〇
一
一
、

「

醒

q
鳳

王
。

ヱ
ロ

τ

叫

皿

昇
d
「

劉，
組
旭

−
引
己

旦
」

d
「

赫
」

己

π

舛

赫」
暑
d
「

01
已

己

T
」

剋
ロ

τ

杆
（

李
元
範
・

櫻
井

義
秀
編、

二

〇
一
一
、

『

韓

日
宀

示

教
文
化
交

流

の

最
前
線
　
　
日

本
の

韓
流
と

韓
国
の

日
流
』

人

文
社
）

、

A
五
判
・

全

五

六
二

頁
。

ア

ジ

ア

の

宗
教
と
教
育

代
表
者
・

コ

メ

ン

テ

ー

タ
・

司
会

　
西
尾

秀
生

戒
律
規
定
と
沙
弥
教
育

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

龍
ロ

　
明
生

　
は

じ

め

に

　
　
周
知
の

ご

と

く
戒
律
規
定
を

叙
述
す
る
諸

種
の

律
蔵
の

主
た

る

目
的
は

比
丘
（
お

よ

び

比
丘
尼
）

の

僧
伽
の
一

員
と
し
て

の

生

活

規
則
な

ら
び

に
僧
伽
の

運
営
の

規
定
を

詳
述
す
る

こ

と

で
あ
っ

て
、

沙
弥

に

関
連
す
る

規
定
に
つ

い

て

は

多
く
は

語
ら

れ

て

い

な
い

。

従
っ

て

沙
弥

の

教
育
を
考
察
す
る

に

は

間
接
的
に

推
測
せ
ざ
る

を

得
な
い

場
合
も
あ
る

。

　
一
、

僧
伽
の

構
成
と

沙
弥

　
　
仏
教
教
団
は

四

衆
あ
る
い

は
七

衆
で

構

成
さ

れ
て

い

る
。

四

衆
と

は

比

丘
・

比

丘

尼
・

優

婆
塞
・

優

婆
夷
で

あ
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り
、

七
衆
と
は
こ

の

四

衆
に

沙
弥
・

式
叉
摩
那
・

沙
弥
尼
を
加
え
た

も
の

で

あ
る

。

と
こ

ろ

で

沙
弥
に

つ

い

て

は

『

摩
訶
僧

祗
律
』

で

は

年
齢
の

点

か
ら

三

種
に

分
類
し
て

い

る
。

七

歳
〜

十
三

歳
ま
で

の

者
を
「

驅
烏

沙

弥
」

、

十
四

歳
〜

十
九

歳
ま
で

の

者
を

「

應
法
沙
弥
」 、

二

十
歳
以
上

七

十

歳
に

至
る

ま
で

の

者
を

「

名
字
沙
弥
」

と

名
付
け
て

い

る
。

沙
弥
を

年
齢

に

拠
っ

て

三
種
に

分
類
し
て

い

る

こ

と

は
、

教
育
と

い

う
観
点
か
ら

も

意

義
の

あ
る

こ

と

で

あ
る

。

二

十
歳
以
降
の

男
性
な
ら
ば

希
望
す
れ
ば

具
足

戒
を

受
け
比
丘

に
な
る

こ

と

が
出
来
る

。

し
か
し
二

十
歳
以

下

で

あ
る

な

ら

ば

比
丘

に
な
る
こ

と

を
希
望
し

て

も
律
に
従
っ

た

生

活
を
送
る

こ

と
は

困
難
で

あ
る
と

考
え
ら

れ
許
可
さ

れ
な
い

。

二

十
歳
以

下
の

者
は

見
習
い

の

出

家
者、

す
な
わ

ち

沙
弥
と
さ

れ
て

い

る
。

沙
弥
も
十
戒
を
た

も
つ

こ

と
を
は

じ
め
、

衣
食
住
に

わ
た

り
制
限
が
あ
る

故、

余
り
に

年
少
過
ぎ
て

も
出

家
生

活
に

耐
え
る

こ

と
が

出

来
な
い

し、

僧
伽
も
扶
養
し

教
育
す
る

こ

と
は

不
可
能
で

あ
る

。

十
四

歳
〜

十
九
歳
ま
で

を

「

應
法
沙

弥
」

と

呼

ん

で

い

る

の

も

理
由
の

あ
る

こ

と
で

あ
る

。

ま
た

「

名
字
沙
弥
」

と
し
て

二

十
歳
以

上
七

十

歳
ま
で

と

し
て

い

る

点
で

あ
る

が、

七

十
歳
以
上

は

「

太
老
」

と

名
付
け

、

日

常
生

活
を

送
る
の

に

不
自
由
で

あ
る

な

ら
ば
出

家
さ

せ
て

は

な
ら

な
い

。

な

お
ま

た
七

歳

以
下
の

嬰

児
、

幼

児
は

「

太

少
」

と

名
付
け

善
悪
の

判
断
が
出

来
な
い

の

で

出
家
さ
せ
る

こ

と
は
禁
止

さ
れ
て

い

る
。

「

驅

烏
沙
弥
」

に

つ

い

て

言
え
ば
、

出
家
者
と
し

て

受
け

容
れ
る
に
は

年

齢
的
に

も

未
熟
で

あ
る

。

し

か

し
こ

の

規
定
の

因
縁
譚
に

注
目
す
る
な
ら
ば
、

悟
り
を
目
指
し
修

行
に

励
む
僧
伽
と
は

別
の
一

面
が

見
え
て

く
る

。

阿
難
が

懇
意
に

し
て

い

た

檀
越

家
が
病

気
で

亡
く
な
り、

小
兒
｝

人
残
さ
れ

た
。

阿
難
は
そ
の

孤

兒
に

対
し
特
別
配
慮
す
る

こ

と

は

無
か
っ

た
。

こ

の

阿
難
の

態
度
は

世
間
の

人
々

か
ら
非

難
を
受
け
る

。

阿

難
は
孤

児
を
祗
酒
精
舍
に
連
れ
て

帰
り

、

こ

の

事
情
を
釈
尊
に

語
り、

小

兒
を
出
家
さ
せ
る

こ

と

が
可
能
か

否
か
を

質
問
す
る

。

釈
尊
は

阿
難
が
孤

児
に

対
す
る

慈
愍
心
の

故
に

連
れ

帰
っ

た
の

で

あ
る
か
ら、

彼
を
出
家
さ

せ
る
こ

と

を
許
す

。

こ

こ

に

は

僧
伽
が

幼
児
の

扶
養
・

教
育
の
一

端
を
担

っ

て

い

る

と

見
な
す
こ

と

が

出
来
よ

う
。

　
二
、

沙
弥
に

関
す
る

規
定
　
　
沙
弥
と

な
る

に

は
受
戒
し
な
け
れ
ば

な

ら
な
い

。

す
な
わ

ち
不
殺
生
・

不
盗
・

不
婬
・

不
妄
語
・

不
飲
酒
・

不
著

華
香
・

不
觀
聽
歌
舞
作
樂
・

不
坐

臥
高

廣
床
上
・

不
過
時
食
・

不
得
捉
金

銀
及

錢
の

十
戒
を

受
け
る

。

た

だ

し
只
こ

の

十
戒
の

み
を
理

解
し、

違
犯

し
な
け
れ
ば

よ

い

と

い

う
も
の

で

は

な
い

。

た

と
え
ば

仏
の

教
え

に
反
す

る
こ

と
を
語
り、

和
上

阿
闍
梨
が

誠
め

る

も
聞
き
容
れ
ず、

仏
の

教
え
で

あ
る
と

主

張
し
続
け
る

な
ら
ば
追

放
さ
れ

る
の

で

あ
る

。

換
言
す
れ
ば

自

分
が
師
と

仰
ぐ
指
導
者
た

る

和
上

阿
闍
梨
の

教
え
に
従
い

出

家
生

活
を

送

ら
ね
ば

な
ら

な
い

の

で

あ
る

。

　
三
、

沙
弥
の

師
の

資
格

　

沙
弥
の

出
家
生

活
を
正

し

く
指
導
す
る

の

が
和
上

阿
闍
梨
の

つ

と
め

で

あ
る

。

責
任
の

在
る

和
尚
の

資
格
が

問
わ
れ

る

の

は

当
然
で

あ
る

。

そ
の

資
格
が

「

十
法
成
就
」

で

あ
る

。

出

家
し

て

法
臘
十
年
以
上

で

あ
り、

且
つ

持

戒
者
で

あ
り、

論
や

律
に

つ

い

て

多
聞

で

あ
り、

戒

定
慧
を

学
ん

で

い

る
、

等
々

の

条
件
を

具
え
た

者
で

な
く
て

は

な
ら
な

い

と

制
定
さ
れ
て

い

る

の

で

あ
る

。

　
む

す
び

　
　
沙
弥
を

教
育
す
る

と
い

う
こ

と
は
、

当
の

沙
弥
自

身
の

資

質
が

問
わ

れ
ね
ば
な

ら
な
い

が、

そ
れ

以
上

に

彼
を

指
導
す
る

和
上
の

能

力
が

厳
し

く

規
定
さ

れ
て

い

る

こ

と
に

留
意
す
べ

き
で

あ
ろ

う
。

更
に

彼

等
と

接
す
る

周
辺
の

在

家
仏

教
徒

、

非
仏

教
徒
か

ら

の

彼
等
の

行
為
に

対

す
る

評
価
も

沙
弥
の

教

育
に

大
き
な

影
響
を

与
え
る

も
の

で

あ
る

。
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